
● 特別養護者人ホーム “ほのぼの苑 "だより ●

<開設記念日 大漁鍋>

創立20周年に感謝を込めて

この度、ほのぼの苑は20周年を迎えました。

これもひとえに皆様の温かいご支援とご協力の賜物と心よりお礼を申し上げます。
ほのぼの苑は、地域福祉への熱い思いのもと、多<の関係者の皆様のご理解とご協力に

より平成 15年 10月 に開設いたしました。

現在に至るまでの間、諸先輩の皆様の並々ならぬご苦労のおかげで地i或福祉の一翼を担
わせていただいておりますことに深<感謝申し上げます。

私たちは、一員して高齢者の皆様に介護が必要となられても住み慣れた地域で人生の最
後までその人らしい生活を支える自立支援型のサービスを展開して参りました。その精神
は、高齢者の皆様の身体面、精神面、社会面において尊厳を守り、かけがえのない存在と

しておもんばかる心を大切にした介護サービスです。

この20年目の節目の年にあたり、私たちは、今後の展望を新たにし、高齢者の皆様の

個々のニーズに合つたプランに基づ<質の高いサービスを展開して参ります。

今まさに、介護業界においても、近代化への変革が求められており、 IC丁導入とその

利活用・定着に向けた取り組みを推進し、闇いに寄り添うサービスを一層促進すると共に

働<環境の改善にも繋 |ずてい<所存です。

終わりに、ほのぼの苑が地域にな<てはならない中核的な福祉施設として、その役割と

責任を自覚し、組織力を集結して地域福祉の増進に貢献することをお誓いしごあいさつと

いたします。

施設長 木原 誠三
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地域の方にご協力いただき、利用者さんと稲積梅の収穫に

行ってきました。色鮮やかで大きな梅を5 0kg程収穫させて

いただきました。ありがとうございます。収穫した梅は、施

設全体でわけ、利用者さんにへたとりをしていただきました。

皆さん慣れた手つきでとてもスムーズでした。各階で、梅干

し、ジュース、ジャムを作りました。梅干し作りでは、利用

者さんは、さすが慣れておられ、アドバイスをいただきなが

ら作りました。梅の収穫から梅仕事まで、利用者さんも職員

も良い体験となりました。
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flGrr( sarqr 敬者の会 9閣 8日 (月 )

利用者さんに氷削りを体験していただきました。

皆さん、力いっぱい回してくれました。それぞれ

お好きなシロップや、あんこをトッピングして召

し上がってもらいました。

敬者の会では、職員による出し物の踊りと、

二人羽織を見て楽しんでいただきました。職

員の踊りではうちわを仰ぎ応援して<ださい

ました。皆さんにプレゼントしたカードは、

飾りを利用者さんにも手伝つていただき、素

敵に出来上がりました。
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おしゃれに飾つたスイカ笑

でスイカ割りを楽しみました。

「せ―の」と大きな声がフロ

アに響きわたり、とても賑や

かで笑顔満載でした。

定期的にスイーツ、駄菓子やバン等、バイキン

グを開催しています。今回は、いろいろな種類
のスイーツを並べ、お好きなものを選んでいた

だき、皆さんどれにしようかとても楽しまれま
した。
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変わ‖ご飯 蒸ぽ詢莉輔

こころτん スイーツパイキング
ところてんを天草から作り

ました。利用者さんにとこ

ろてんを突いてもらいまし

た。のど越しよ<するりと

食べておられました。
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tOO議のお機
ホーム利用者の星野キチさんが7月 に100歳

のお誕生日を迎えられ、施設にて家族様と共に

お祝いの会が開催されました。

林氷見市長も来設して下さりお祝い状と記念

品、花束が贈呈されました。

これからもお元気でお過ごし下さいね。
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特養では、変わりご飯を定期
に作り、お昼に食べています。

利用者さんにはお米とざから、

準備をしていただいています。

9月 にはさつま芋ご飯や焼き

おにぎり等を作りました。
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私は趣味でバンを作つています。たまに会社へ作ったバンを届
け、脳員に食べてもらつていました。美味しいと喜んで食べて<
れる事が嬉し<て。そうしている内に、利用者さんにもパンを
作つてあげたい、食べさせてあげたいと思うようになりました。
レーズンの食バンを焼いて食べたり、利用者さんと餡子を作つて
あんバンにしたり。色々なパンを作り続けて、みんなに上達して
もらいたいです。            ホーム介護 店長 松本

皆で美味しいパンを

作つて食べましょう!
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街のパン屋さん風にバン屋を開店しまし

た。チケットでバンを購入していただき、
コーヒーと一緒に味わつていただきまし

た。おかわりのリクエス トもあり、大好

評でした。
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寄贈ありがとうございました
・梢の会様 〈レーズン〉

特別養護老人ホーム 〒935-0063氷 見市加納495番地1

TEL0766-74-7500 FAX0766-74-7511
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●10月 10日
●10月 11日
●10月 13日
●10月 23日
●10月 24日
●10月 26日

理髪 3階
生花

移動図書

理髪 2階
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理髪 3階
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